











へブル語のネベル (n邑tel与コjII)は、旧約聖書に 27回記載されている。 1)
新共同訳聖書は、この言葉を主に「琴j と訳出している。ただし、二個所(アモス

















やレバノンから輸入されている(王上 10: 11、歴下 2: 7、9: 10)。自律は、そ
のときまで誰も見たことのない貴重な素材で、これを用いて床板や欄干が造作され、
また、キンノールとネベルが製作されている(王上 10: 12、歴下 9: 11)。
2 
列王記上 10章 12節
円1mT2う「将司口、2qhゥ';;ç ~-n~ 可切η tlllr:_l
口、「ψrhpN「i司令切れ':;+~i 














さて、列王記上 10章 11節と 12節において「白檀」と訳出されている ロη.的坦
('almuggi m) は、当該個所にのみ記載されている単語であり、他方、歴代詩;下 9
章 10 節と 11 節において「白檀」と訳出されている C~~i~う鱈 ('algummim)は、
歴代誌下 2章 7節にも記載のある旧約聖書で合計 3回出現している単語である。
mめち と ロW1hは、 j. (g)と白 (m)の転移による変異と推察されるので、
同一語に起源する単語と考えられる。例えば、 GKCは、旬以 ('1)をアラビア語の
冠調の発現と分析している。 G 確かに、アラビア語の gamimには lushplant ( r青々
とした植物J)の意味があり、木材と関連している単語であると言える。




エルサレムにもたらされたのだろう。日 いずれにせよ 、口'~.~~~D '~~ という よ





与rP7 円:ゥ~:ì 内向!J ø災「ウ='j9~




ロウコJウコの連絡語は、 「ネベルの器具 (楽器) Jと直訳される。 dてこのウ号
(¥5;J1 e) I器具Jとロウ手t(n~Qã1Îm) [ネベルの複数形]の連結表現を、種類も
しくは名前を示す用例と解するならば、その意味は「ネベルという名前の楽器Jとな
る。また、材質を示す用例と解するならば「ネベルを材質にした楽器」となる。司
後者の解釈の場合、ネベルの他の意味である「皮J (与;;l~ 1 ， skin) との関連が指
摘されてくる。曲 対句のように頻繁に表記されている ì~~ に関し、同叶コウコ
































も記載例が五笛所において見出される。 10) また、口市与総 (God) ではなく町内




















































































































キンノールが、ネベルではなく、笛(創 4: 21)、太鼓(創 31・27、イザヤ 24:8、
30 : 32) と組み合わされたり、また、前節で考察していたサムエル記下 6章 5節で
は、契約の箱の移動に際し、人々は、糸杉の楽器、竪琴、琴、太鼓、鈴、シンパル
も併せて奏しているのである。踊りや行進のために太鼓や笛やシンパルが付加され
て奏され(ヨブ 21: 12、30: 31、詩 149: 3) 、その音楽に合わせるようにして、
担がれて移動する契約の箱のまわりでにぎやかな踊りが行われたのである(サム下 6:






さて、 「十弦のネベルJ (詩 33: 2) というように、弦に関し特別な説明が付さ
れているのは、恐らく、通常のネベルが十弦でなかったからであろう。 r六弦の立




期中期、図版番号 207) のものが報告されており、ゆ 特に、七弦の楽器を黍直で
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